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生 態系に お ける広宿主 域遺伝子伝達粒子の 意義
　　　　Significance　of　broad−host　range

　　gene　transfer　particles　in　the　ecosystem

　千浦　博 （国際基督教大学）
Hiroshi　X　Chiura（ICU．　NS ．　Biol）

　現在，全て の 水圏か ら細菌個体数 と同等かそ れ を上 回る 数の ウイル ス様粒子数 （Virus−
Like　Particle： VLP ）が観察 で き る．貧栄養情況が

一
般的な環境中で は，溶原 菌 （Lysogen）

が Virus給源 の 主体で ある．　Lysogenの 環境 中で の 役割 は： 1．溶原化 Virus誘発 に よ る物
質循環へ の 材料供給 ；2 ．Virus形 質導入粒子 によ る微生物相互 間で の 遺伝物質 の 仲介 へ の

寄与， と認識され て い る． Virus の 増殖方式は宿主細胞 に依 存 した絶対寄生性で ，生産
時 に宿主細胞の 破壊を伴 う．Virus一宿主 関係は 厳密な制限 がある とされ 1 種類の Virus
が感 染 ・増殖で きる宿主 の 範 囲（宿主域）は ， 殆ど の 場合 1 生物 種以内で あ り，広 く と も
t 属 レベ ル を超えず，それ 以上 の 宿主 域（広宿主域）を示す も の は全 Virus群集の 中で 0．5％
未満 と され る ，また ，今 日まで 形質導入 粒子 に よ る形質 導入 は不稔感染 で ， 形 質導入株
か らの 粒子 再 生産は 不可 能で あ り，環 境 中で の Virus形質 導入粒 子に よ る遺伝子 伝達 へ

の 寄 与は 無視可能 とす る 主要な 理 由で あ る ． しか し ， 既存の 知識だ けで 総て を判断で き
る とは 限 らない ．現在 ， 接合伝達が最 も水平遺伝子伝達 に寄与 して い る とされて い るが ，

接合能 を獲得す る以 前 には 何が 水平遺伝 子伝達 に携わ り ， 生物の 多様性や進化 の 促 進 に
に寄与 して き たの だろ うか．

　演者は海洋分離菌（Lysogen）の 中に ， 既知の もの とは全 く性質 を異にする もの を見 出 し

た． ある種の海洋分離細 菌の 長 時間培養液 に VLP が 細菌か ら出芽様機構 で 生産 され 蓄積
す る

1
軌 こ の 粒子 を精製 し，系統が superfamily 　levelで 異な る大腸菌 を受容菌 と して

致死効果を検討する と，平板効 率が 6 − 96 ％ に落ちた．興 味深 い こ とに ， Coliphage　T4
の 大腸菌致死効率が 70rder 抑制 され る紫外線処理條件で も， この VLP の 受容菌致死 効
果 は殆 ど変わ らな か っ た．遺伝子伝達 は

一
般型形 質導入が 平均 104cfu！particleの頻度で

起 り， 生 じた 形質 導入株 は，粒子 生産能 を も獲得し元の 粒子 と同様 の 受容 菌致死 効果 と

遺伝子伝達 能を示 した ．温泉硫黄芝形成主体 の Aquifex由来粒子（ST −VLP ）に依る大腸菌
形質導入株が生産 した STEVP5｝は，枯草菌 へ も遺伝子伝達が可能で ，形 質導入枯草菌 か
ら再生産 された粒子 も同様 の特性を示 した

4，5）．検 定対象を更に広げ調査 した結果 ， 海 洋
細菌 α ＆ γ Proteobacteria：20 株 ， 好熱硫黄酸化細菌 Aquiticalθs ： 1 株 ， 超高熱古細菌
Thθrmococcus ： 1 株か ら同様 の 粒子 生産を確認出来た ．　 STEVP は，受容菌 と して 大腸
菌，枯草菌 以外に ，酵母 S．cerevisiae

， 古細菌 S．　acidocaldarius へ も受容菌致死 効果 と

遺伝 子伝達能を示 し，得 られた形質導入 株か らの 同様の 粒子 生産 が 確認 出来 た． こ の よ

うに
， 今 も水圏環境に普遍的に見出される VLP の 中に ， 広宿主域な 未知 の 遺伝子伝達粒

子 （仮 に VP） の 高い 存在可 能性 が指摘 で きる
1’6｝． こ れ ら VP は，原 始 よ り生物多様性

や進化促進 に寄与 して きた の だろ う．
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